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珠洲 子どもの遊び場 アイデア募集・意見交換会等での主な意見と対応 
 

１．遊び場空間について 

アンケート結果／意見 対応の考え方 

●遊び場にあったらいいなと思う遊具（小学生

アンケート） 

１位：トランポリン ２位：滑り台 

３位：ブランコ   ４位：シーソー 

５位：ネット遊具  ６位：ターザンロープ 

７位：アスレチック ８位：球技遊具 

８位：ボルダリング 10位：ジャングルジム 

●遊具に対する意見（保護者アンケート、子ど

もと考えた遊び方を含む） 

※既に設置予定のものを除く 

・具体的に欲しい遊具：ふわふわドーム、トラ

ンポリン、アスレチック、SASUKE、パルクー

ル、円盤ブランコ、スラックライン、エアト

ラック（衝撃を吸収する床）、ブランコ、ボ

ールプール、水遊び、組み合わせ可能な遊具

など 

・トランポリンに関しては、里海ゾーンに大き

なエアー滑り台を設置することにより、滑っ

たり、跳ねたりできる機能を確保する。 

・滑り台は、複数の高さのものを設置予定。 

・ブランコ、シーソーは、空間全体を走り回る

ことができるよう考えているため、設置を見

送る。 

・ネット遊具を里海ゾーンの上部に設置し、動

き回ったり、休んだりできる空間とする。 

・具体的な意見を参考に、導入する遊具の検討

は今後も行う。 

・球技は健民体育館や運動公園等で楽しんで

もらう。 

●遊び場に、こんな場所があったらいいな、こ

んな遊び方ができればいいなと思うもの（小

学生アンケート） 

１位：ボールで遊べる場所 

２位：球技ができる場所 

３位：プール，走り回れる場所 

・ボール遊び、球技等は、隣接する健民体育館

や運動公園等を利用いただく。 

・走り回れる場所としての安全性を高める。 

●安全性への配慮等（保護者アンケート） 

・バリアフリー遊具 

・遊具は難易度を上げない方がいい 

・転んでも安全なクッション性のあるフロア 

・小物遊びができる部屋があって温かいとよ

い。小さい子にちょうどよいスペースなど 

・バリアフリー性の高い遊具、ユニバーサルデ

ザインに基づく遊具は意識的に取り入れる。 

・床のクッションや動線上危険などは配慮す

る。 

●空間デザイン等（意見交換会） 

・死角の生まれにくい開放的な空間、子ども達

でレイアウトが変えられる自由度、外でしか

できない遊びの組み込み、余白のある空間、

４か月の子と３歳の子を抱えているお母さ

んが安心できる工夫等 

・詳細な内容を検討する際の参考とする。 
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２．遊び場空間以外の機能 

アンケート結果／意見 対応の考え方 

●遊具や遊び場、遊び方以外のアイデア（小学

生アンケート） 

１位：食事・お茶ができる場所 

２位：勉強や読書ができる場所 

３位：休憩場所 

４位：ゲームセンター  

５位：年代を問わず楽しめる場所 

●この施設にあったらいいなと思う、機能、役

割（中学生アンケート） 

１位：インターネットができる 

２位：会話できるテーブル、いす 

３位：カフェ、軽食 

●施設にあればよいと思うもの（保護者アンケ

ート） 

１位：飲み物の自動販売機 

２位：親が見守りながら休憩ができる 

３位：お弁当などを食べるスペース 

４位：授乳室、ベビーシート 

・食事やお茶ができる場所、休憩場所として、

ホール・ロビーを設置する。（カフェのよう

にできるか、自動販売機の設置になるかは今

後検討） 

・授乳室やベビーシートなど乳幼児向けの設

備も導入予定。 

・勉強や読書は隣接する市民図書館を使って

いただくなど、他の施設との連携を図ること

で工夫する。 

・ゲームセンターは難しいが、会議室を活用し

てｅスポーツができるなど、運用面を工夫す

る。 

・ホール・ロビーや会議室ではネット環境を整

備する。 

・すずっこひろば（旧：夢つづき）では、カラ

オケや楽器の練習、多世代の交流など、運用

次第では可能であり、役割分担を検討すると

ともに、この遊び場におけるイベントなどで

の対応を検討する。 

●施設に対する意見やアイデア（中学生アンケ

ート） 

・カラオケ、プリクラ 

・数人～１人の個室スペース 

・すずっこひろば（旧：夢つづき）では、カラ

オケや楽器の練習、多世代の交流なども運用

次第では可能であり、役割分担を検討すると

ともに、この遊び場におけるイベントなどで

の対応を検討する。 

●施設に対する意見（保護者） 

・設備や運用として、無料 Wi-Fiや和室、カラ

オケ、UFOキャッチャー、ガチャポン、ミニ

キッザニア、イベント開催、チャレンジショ

ップ、お迎えを安全に待つ空間や運用。 

・中高生がトレーニングできるスペース、ダン

スの練習場、サッカーができるスペース。 

・勉強・学び・多目的に使える空間として、学

習塾、習い事、親や祖父母の運動器具など。 

・ごはん・休憩・長居ができる居場所機能。 

・中高生の居場所として、勉強したり談笑した

りすることができる場所、カフェなどで親の

・カラオケ、個室的なスペース提供、UFOキャ

ッチャー等、公共施設で難しいものは、すず

っこひろば（旧：夢つづき）やみんなの家等

との役割分担を検討するとともに、この遊び

場におけるイベントなどでの対応を検討す

る。 

・トレーニングやスポーツは、健民体育館や運

動公園等を利用いただく。 

・勉強・学び、習い事等についは市民図書館、

公民館、みんなの家等と役割分担する。 

・食事やお茶ができる場所、休憩場所として、

ホール・ロビーを設置する。 
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迎え待ちが出来る場所、プリクラなど。 

・屋内プール、水泳環境など。 

・施設の利用料は無料としてほしい。 

・動かしやすい机やいすがあると良い。 

・子供が自分で考え、遊ぶことができるよう、

余白のある空間があると良い。 

・ホール・ロビーや会議室は、高校生や中学生

の放課後の居場所として使えるよう空間や

運用を工夫する。 

・プールの導入は難しい。 

・利用料については、多くの方々にご利用いた

だけるよう、無料化も含め検討する。 

・会議室を多目的に活用できるよう、運用方法

を工夫する。あわせて、机やいすは移動しや

すいものを選ぶなど、利用しやすい環境づく

りを検討する。 

・幼児スペースには移動可能な遊具を配置し、

会議室も多目的に利用する予定である。こう

した場所で、状況に応じてレイアウトを変更

できるようにし、余白のある空間を確保する

ことを検討する。 

３．運営等に関する意見 

アンケート結果／意見 対応の考え方 

●この施設にどのようなスタッフがいたらう

れしいか（中学生アンケート） 

１位：そっとしておいてくれる 

２位：気がるに話ができる 

３位：一緒に遊んでくれる 

   勉強を教えてくれる 

・運営を検討するにあたり、大学生や高校生が

ボランティアスタッフとして参加できる仕

組みを取り入れ、お兄さん・お姉さんと話が

できたり、遊ぶことができたりする施設を目

指す。 

●運営に関する意見（意見交換会） 

・高校生や大学生が運営側に関わってくれる

のはすごく大事なこと 

・市外の人にもつかってもらうのか（料金設定

も含めて） 

・コワーキングスペースがあるとよい。 

・大学生や高校生がボランティアスタッフと

して参加できる仕組みを取り入れる。 

・市外の方も使いやすいよう運用する。 

・コワーキングスペースは、民間のスペースと

の連携を図る。 

 


